
(1) 令和6年2月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第418号

№ 418

北 前 船 寄 港 地

外ノ浦
伝統芸能

石見神楽

１Ｐ　新春互礼会　１Ｐ　新春互礼会　

２Ｐ　島根県知事要望の回答２Ｐ　島根県知事要望の回答

３Ｐ　島根県知事要望の回答３Ｐ　島根県知事要望の回答

４Ｐ　石央商工会との意見交換会４Ｐ　石央商工会との意見交換会

　　　はまだ起業家育成塾、日韓食文化交流会　　　はまだ起業家育成塾、日韓食文化交流会

５Ｐ　青年部だより５Ｐ　青年部だより

６Ｐ　出張経営相談会、火災共済加入案内６Ｐ　出張経営相談会、火災共済加入案内

７Ｐ　税務署からのお知らせ７Ｐ　税務署からのお知らせ

８Ｐ８Ｐ　シーライフ水産特集記事掲載　シーライフ水産特集記事掲載

　　　　　　事業承継支援業務覚書締結事業承継支援業務覚書締結及び及び

　　　マル経創設 50 周年記念感謝状授与　　　マル経創設 50 周年記念感謝状授与

地域経済盛り上げのため英知を結集地域経済盛り上げのため英知を結集

令和令和６６年新春互礼会を開催年新春互礼会を開催

　　新年恒例の新春互礼会は、令和 6年 1月 9 日（火）に

鈴蘭別館において来賓 12 名と 45 名の役員・議員の皆さ

まにご出席いただき、終始和やかな雰囲気の中で開催さ

れました。

　冒頭、櫨山会頭は能登半島地震で被害に遭われた輪島

商工会議所に対して、「昨年から交流を深めた輪島商工

会議所が甚大な被害に遭われました。当所としてもまず

は、義援金を募り支援していきたいと考えておりますの

で、会員事業所の皆様にもご協力をお願いします」と義

援金協力のお願いを訴えられました。

　また、新春互礼会に先立ち、新春講演会として日本銀

行松江支店長谷川圭輔様を講師にお招きし、「最近の経

済・物価情勢と 2024 年山陰経済の展望」というテーマ

でご講演いただきました。

　本年も役員・議員の皆さまをはじめ、会員の皆さまに

は昨年と変わらぬご協力を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。

出席者を前に新春あいさつを述べる櫨山会頭出席者を前に新春あいさつを述べる櫨山会頭 講演される長谷川支店長講演される長谷川支店長
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▽
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機
能
充

実
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

近
年
の
急
速
な
船
舶
の
大
型

化
に
は
対
応
で
き
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
、
1
千
Ｔ
Ｅ
Ｕ
積
み

コ
ン
テ
ナ
船
や
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
等
の
寄
港
が
可
能
と
な
る
施

令
和
令
和
55
年年
99
月月
11
日
、
松
江

日
、
松
江

市
内
に
お
い
て
令
和

市
内
に
お
い
て
令
和
55
年
度
島

年
度
島

根
県
知
事
を
囲
む
要
望
懇
談
会

根
県
知
事
を
囲
む
要
望
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
、
島
根
県
商
工
会

が
開
催
さ
れ
、
島
根
県
商
工
会

議
所
連
合
会
と
し
て
、
県
内

議
所
連
合
会
と
し
て
、
県
内
88

つ
の
商
工
会
議
所
の
要
望
事
項

つ
の
商
工
会
議
所
の
要
望
事
項

を
取
り
ま
と
め
た
要
望
書
を
県

を
取
り
ま
と
め
た
要
望
書
を
県

知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
島
根
県
よ
り

こ
れ
に
対
し
、
島
根
県
よ
り

回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
浜
田

回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
浜
田

市
に
関
係
す
る
項
目
に
つ
い
て

市
に
関
係
す
る
項
目
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

※
全
体
の
要
望
事
項
に
つ
い

※
全
体
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
は
会
報

て
は
会
報
1010
月
号
に
詳
細
を
掲

月
号
に
詳
細
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

載
し
て
い
ま
す
。

設
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
圏
域
の
経
済
活

性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
早
期

に
大
型
船
に
対
応
し
た
岸
壁
整

備
等
港
湾
機
能
の
強
化
を
促
進

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
現
在
施
工
中
の
新
北

防
波
堤
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
整
備
促
進
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】　
　
　
　
　
　
　
　

〇
船
舶
大
型
化
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
国
に
対
し

て
整
備
推
進
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

〇
新
北
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、

早
期
完
成
に
向
け
整
備
推
進
を

引
き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
浜
田
漁
港
の
機
能
充
実
と
水

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

漁
獲
量
の
確
保
対
策
と
し
て

生
産
者
の
維
持
・
増
加
を
図
る

た
め
の
新
船
更
新
及
び
購
入
に

向
け
た
支
援
や
地
元
外
漁
船
の

入
港
誘
致
を
進
め
る
た
め
の
環

境
整
備
と
し
て
冷
凍
・
冷
蔵
能

力
の
強
化
を
促
進
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
陸
上
養
殖
や
海
面
養

殖
に
よ
る
新
た
な
水
産
資
源
の

確
保
に
つ
い
て
も
事
業
推
進
を

お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

〇
冷
凍
・
冷
蔵
機
能
の
強
化
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

○
島
根
県
で
は
、
新
規
就
業
者

の
確
保
・
育
成
と
漁
業
の
生
産

性
の
向
上
を
推
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
国
事
業
等
を
活

用
し
て
高
性
能
漁
船
を
導
入
す

る
経
営
体
に
支
援
を
行
う
な
ど

浜
田
市
と
連
携
し
な
が
ら
水
産

業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

○
養
殖
に
つ
い
て
は
、
県
で
は

ワ
カ
メ
や
イ
ワ
ガ
キ
等
の
無
給

餌
養
殖
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
沿
岸
自
営
漁
業
者
の
所

得
向
上
の
た
め
、
新
た
な
魚
種

や
養
殖
技
術
の
導
入
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
矢
原
川
ダ
ム
の
事
業
推
進
に

つ
い
て

【
要　

望
】

　

矢
原
川
ダ
ム
事
業
は
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
波
及
効
果
を
含

め
地
域
に
大
き
な
経
済
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
ダ
ム
堤
体
の
本
格
着

工
に
向
け
た
準
備
工
事
が
着
々

と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続

き
着
実
な
事
業
推
進
を
お
願
い

し
た
い
。

【
回　

答
】

〇
矢
原
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
貯
水
池
内
の
用
地
買
収

及
び
地
質
調
査
、
解
析
等
を
進

め
て
い
ま
す
。

〇
付
け
替
え
道
路
及
び
工
事
用

道
路
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

引
き
続
き
事
業
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
石
央
物
流
団
地
の
規
模
拡
張

に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

山
陰
自
動
車
道
の
開
通
に
併

せ
、
県
西
部
の
産
業
振
興
及
び

経
済
発
展
を
見
据
え
た
物
流

拠
点
と
し
て
更
に
機
能
強
化
を

図
る
た
め
、
第
2
期
約
21
㏊
の

敷
地
造
成
に
つ
い
て
も
主
体
と

な
っ
て
整
備
促
進
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

〇
運
送
事
業
者
の
経
営
戦
略
の

中
で
、
1
箇
所
に
集
ま
る
こ
と

が
更
な
る
効
率
化
に
繋
が
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

う
し
た
運
送
事
業
者
が
連
携
し

て
、
拠
点
の
場
所
や
規
模
、
そ

の
整
備
手
法
を
検
討
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ

の
上
で
、
運
送
事
業
者
の
声
を

踏
ま
え
て
、
ま
ず
は
地
元
自
治

体
や
経
済
団
体
に
お
い
て
地
域

の
産
業
振
興
施
策
と
し
て
ご
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
浜
田
海
上
保
安
部
の
機
能
強

化
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

浜
田
港
の
さ
ら
な
る
利
活
用

促
進
の
た
め
、
巡
視
船
等
の
増

強
な
ど
、
浜
田
海
上
保
安
部
の

機
能
強
化
に
向
け
て
島
根
県
と

浜
田
市
が
一
体
と
な
っ
て
関
係

機
関
へ
働
き
か
け
を
お
願
い
し

た
い
。

【
回　

答
】

〇
令
和
5
年
4
月
26
日
に
、
巡

視
船
の
増
強
な
ど
浜
田
海
上
保

安
部
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
、

浜
田
市
と
一
緒
に
、
海
上
保
安

庁
長
官
及
び
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
先
般
、
県
の
重
点
要
望

に
お
い
て
も
、
国
に
働
き
か
け

た
と
こ
ろ
で
す
。
浜
田
海
上
保

安
部
の
機
能
強
化
の
実
現
に
向

け
て
、
県
と
し
て
も
引
き
続
き

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
物

資
補
給
基
地
誘
致
に
向
け
た
支
援
に
つ

い
て

【
要　

望
】

　

海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
浜
田
港

寄
港
は
、
市
民
に
と
っ
て
の
大

き
な
安
心
と
物
資
の
補
給
な
ど

に
よ
る
大
き
な
経
済
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊
艦
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【問い合わせ先】【問い合わせ先】　　　　浜田商工会議所浜田商工会議所　　　　TEL ： 0855-22-3025　ホームページ ： http://www.hamada-cci.or.jp/TEL ： 0855-22-3025　ホームページ ： http://www.hamada-cci.or.jp/

入会のメリット入会のメリット

 年会費       年会費      法人事業所　１１，０００円　　　法人事業所　１１，０００円　　　個人事業所　６，６００円個人事業所　６，６００円

会員増強にご協力ください会員増強にご協力ください

　　〇　経営改善、経営安定、資金繰り、創業のお手伝いをいたします。　　〇　経営改善、経営安定、資金繰り、創業のお手伝いをいたします。

　　〇　あなたの経営課題に対して専門家を派遣し、アドバイスを行います。　　〇　あなたの経営課題に対して専門家を派遣し、アドバイスを行います。

　　〇　金融に関する情報や推薦が受けられます。　　〇　金融に関する情報や推薦が受けられます。

　　〇　各種販売促進事業の情報提供及び参加ができます。　　〇　各種販売促進事業の情報提供及び参加ができます。

　　〇　事業に役立つ情報が掲載される会議所会報が届きます。　　〇　事業に役立つ情報が掲載される会議所会報が届きます。

　　〇　労災・雇用保険事務の簡略化及び、事業主の特別加入ができます。　　〇　労災・雇用保険事務の簡略化及び、事業主の特別加入ができます。

　　〇　各種共済制度（生命共済・特定退職金等）へ加入ができます。　　〇　各種共済制度（生命共済・特定退職金等）へ加入ができます。

機
能
強
化
に
向
け
て
島
根
県
と

浜
田
市
が
一
体
と
な
っ
て
関
係

機
関
へ
働
き
か
け
を
お
願
い
し

た
い
。

【
回　

答
】

〇
令
和
5
年
4
月
26
日
に
、
巡

視
船
の
増
強
な
ど
浜
田
海
上
保

安
部
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
、

浜
田
市
と
一
緒
に
、
海
上
保
安

庁
長
官
及
び
国
土
交
通
大
臣
政

務
官
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
先
般
、
県
の
重
点
要
望

に
お
い
て
も
、
国
に
働
き
か
け

た
と
こ
ろ
で
す
。
浜
田
海
上
保

安
部
の
機
能
強
化
の
実
現
に
向

け
て
、
県
と
し
て
も
引
き
続
き

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
物

資
補
給
基
地
誘
致
に
向
け
た
支
援
に
つ

い
て

【
要　

望
】

　

海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
浜
田
港

寄
港
は
、
市
民
に
と
っ
て
の
大

き
な
安
心
と
物
資
の
補
給
な
ど

に
よ
る
大
き
な
経
済
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊
艦

艇
の
物
資
補
給
基
地
の
誘
致
に

向
け
、
引
き
続
き
島
根
県
と
浜

田
市
が
一
体
と
な
っ
て
関
係
機

関
へ
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
。

【
回　

答
】

〇
物
資
補
給
基
地
の
誘
致
に
は
、

自
衛
隊
の
人
員
や
施
設
等
の
体

制
整
備
が
国
に
お
い
て
検
討
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
当

面
は
自
衛
隊
の
浜
田
港
利
用
が

更
に
進
む
よ
う
、
寄
港
な
ど
の

実
績
を
積
み
重
ね
て
行
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
県
の
重
点
要
望
に
お
い
て

は
、
県
内
に
お
け
る
自
衛
隊
の

配
備
体
制
の
充
実
や
日
本
海
側

の
警
戒
態
勢
の
強
化
に
向
け
た

自
衛
隊
艦
船
の
浜
田
港
な
ど
県

内
へ
の
寄
港
回
数
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
要
望
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
国
に
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
石
見
神
楽
伝
承
館
の
建
設
に

つ
い
て

【
要　

望
】

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
石

見
神
楽
は
、
島
根
県
西
部
4
市

5
町
で
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統

芸
能
で
当
地
域
を
代
表
す
る
観

光
資
源
で
あ
る
。
石
見
神
楽
の

学
術
的
な
保
存
、
伝
統
芸
能
の

伝
承
及
び
全
国
に
向
け
て
発
信

し
て
い
く
た
め
に
は
、
定
期
的

な
公
演
や
認
知
度
を
高
め
る
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
ご
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
石
見
神
楽
の
認
知
度

向
上
に
よ
る
石
見
地
域
へ
の
誘

客
促
進
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏

及
び
令
和
7
年
の
大
阪
・
関
西

万
博
を
見
据
え
た
関
西
圏
で
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
誘
客
対
策

を
強
化
い
た
だ
き
た
い
。

【
回　

答
】

〇
石
見
神
楽
に
関
す
る
施
設
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
有
福
温
泉

で
の
国
の
補
助
金
を
活
用
し
た

体
験
施
設
整
備
に
対
し
て
県
は

市
と
協
調
し
て
支
援
を
行
い
ま

し
た
が
、
ま
ず
は
地
元
に
お
い

て
、
国
の
補
助
金
等
の
活
用
や
、

既
存
の
公
演
施
設
の
有
効
活
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〇
石
見
神
楽
の
認
知
度
向
上
に

よ
る
誘
客
促
進
に
つ
い
て
は
、

県
も
参
画
す
る
石
見
観
光
振
興

協
議
会
を
中
心
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発
信
や
、

舞
台
俳
優
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
神
楽
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
9
月
か
ら

11
月
の
「
石
見
の
神
楽
在
月
」

の
期
間
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を

実
施
し
な
が
ら
情
報
発
信
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
関
西
圈
で
は
大
阪
モ
ノ
レ
ー

ル
と
連
携
し
石
見
神
楽
の
観
光

列
車
を
走
ら
せ
る
等
の
イ
ベ
ン

ト
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
首
都
圏
及
び
関
西
圈
で

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
誘
客
対

策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

＜ご購入場所＞　＜ご購入場所＞　

浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。

浜田市共通商品券をギフトにご活用ください！浜田市共通商品券をギフトにご活用ください！
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い
て
事
業
説
明
を
行
い
、
浜
田

市
か
ら
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
は

ま
だ
応
援
チ
ケ
ッ
ト
（
第
3

弾
）
」
に
つ
い
て
の
実
績
報
告

が
あ
り
、
事
業
の
内
容
や
実
施

状
況
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
所
は
引
き
続
き
、
浜
田
市

や
石
央
商
工
会
と
連
携
を
密
に

取
り
な
が
ら
浜
田
市
圏
域
の
経

済
発
展
や
会
員
企
業
の
手
助
け

と
な
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

浜

田

市

・

石

央

商

工

会

と

の

意

見

交

換

会

ち
最
終
回
に
参
加
さ
れ
た

ち
最
終
回
に
参
加
さ
れ
た
77
名名

が
自
身
で
作
成
し
た
渾
身
の
ビ

が
自
身
で
作
成
し
た
渾
身
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
披
露
し
ま
し

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
披
露
し
ま
し

た
。
た
。

　

講
師
に
は
、
「
創
業
塾
専
任

　

講
師
に
は
、
「
創
業
塾
専
任

講
師
」
と
し
て
全
国
ト
ッ
プ
ク

講
師
」
と
し
て
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
支
援
実
績
を
有
す
る
浜

ラ
ス
の
支
援
実
績
を
有
す
る
浜

田
市
出
身
の
井
野
口
氏
（
㈱
イ

田
市
出
身
の
井
野
口
氏
（
㈱
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
リ
ボ
ー

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
リ
ボ
ー

ン
代
表
取
締
役
）
を
招
き
、
培

ン
代
表
取
締
役
）
を
招
き
、
培

わ
れ
て
き
た
豊
富
な
経
営
ノ
ウ

わ
れ
て
き
た
豊
富
な
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
も
と
に
し
た
熱
の
こ

ハ
ウ
を
も
と
に
し
た
熱
の
こ

も
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

も
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

当
所
は
、
引
き
続
き
市
や
商

　

当
所
は
、
引
き
続
き
市
や
商

工
団
体
と
連
携
し
、
創
業
の
気

工
団
体
と
連
携
し
、
創
業
の
気

運
を
高
め
、
新
た
な
働
き
場
の

運
を
高
め
、
新
た
な
働
き
場
の

　

令
和

　

令
和
55
年年
1212
月月
22
日
（
土
）
、

日
（
土
）
、

浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

で
「
は
ま
だ
起
業
家
育
成
塾
（
浜

で
「
は
ま
だ
起
業
家
育
成
塾
（
浜

田
市
・
石
央
商
工
会
・
浜
田
商

田
市
・
石
央
商
工
会
・
浜
田
商

工
会
議
所
共
催
）
」
の
ビ
ジ
ネ
ス

工
会
議
所
共
催
）
」
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

プ
ラ
ン
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年

　

こ
れ
は
、
昨
年
1010
月
か
ら
「
基

月
か
ら
「
基

礎
編
」
と
し
て

礎
編
」
と
し
て
22
回
、
「
ビ
ジ
ネ

回
、
「
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
作
成
編
」
と
し
て

ス
プ
ラ
ン
作
成
編
」
と
し
て
55

回
の
計

回
の
計
77
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
用
意
し
、
受
講
者

を
用
意
し
、
受
講
者
2121
名
の
う

名
の
う

は

ま

だ
起

業

家

育

成

塾

　

令
和
5
年
12
月
25
日
（
月
）

に
ホ
テ
ル
松
尾
に
お
い
て
浜
田

市
と
石
央
商
工
会
と
の
意
見
交

換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前

回
の
開
催
は
令
和
2
年
2
月
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
拡
大
に
よ
り
延
期

と
な
り
、
今
回
は
約
4
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
な
し
た
。

浜
田
市
か
ら
は
久
保
田
市
長
は

じ
め
3
名
の
ご
参
加
を
頂
き
、

石
央
商
工
会
か
ら
は
田
中
会
長

は
じ
め
4
名
、
当
所
か
ら
は
櫨

山
会
頭
は
じ
め
7
名
の
参
加
の

下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
石
央
商

工
会
か
ら
は
首
都
圏
に
お
け
る

販
路
開
拓
支
援
事
業
に
つ
い

て
と
特
産
品
Ｐ
Ｒ
及
び
販
路
開

拓
支
援
事
業
に
に
つ
い
て
の
事

業
説
明
が
あ
り
、
当
所
か
ら

は
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
中
四
国

２
０
２
４
の
開
催
に
つ
い
て
と

起
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

日

韓
食

文

化

交

流

会

創
出
を
図
る
と
と
も
に
地
域
資

創
出
を
図
る
と
と
も
に
地
域
資

源
の
活
用
や
地
域
課
題
を
解
決

源
の
活
用
や
地
域
課
題
を
解
決

す
べ
く
、
次
世
代
を
担
う
起
業

す
べ
く
、
次
世
代
を
担
う
起
業

家
の
方
々
の
育
成
支
援
に
取
り

家
の
方
々
の
育
成
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

お店お店ののチラシ、チラシ、折り込みませんか？折り込みませんか？
　浜田商工会議所では毎月 15 日（8 月、12 月を除く）に『商工会議所だより』を発行し、全会員事業所、官公庁を含めた、　浜田商工会議所では毎月 15 日（8 月、12 月を除く）に『商工会議所だより』を発行し、全会員事業所、官公庁を含めた、
約 1,200 ヶ所に配布しています。約 1,200 ヶ所に配布しています。
　キャンペーンや催事に合わせて、お店のチラシを折り込み（有料）、　キャンペーンや催事に合わせて、お店のチラシを折り込み（有料）、『商工会議所だより』を有効活用してみませんか？『商工会議所だより』を有効活用してみませんか？
　　
   ＜チラシ折込のご相談は、浜田商工会議所　TEL：0855-22-3025 まで＞   ＜チラシ折込のご相談は、浜田商工会議所　TEL：0855-22-3025 まで＞

  

　　

令
和
令
和
66
年年
11
月月
2020
日
（
土
）
、

日
（
土
）
、

浜
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

浜
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

日
韓
食
文
化
交
流
会
を
開
催
し

日
韓
食
文
化
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
浜
田

ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
浜
田

商
工
会
議
所
が
事
務
局
を
担
う

商
工
会
議
所
が
事
務
局
を
担
う

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
が
主

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
が
主

催
し
て
お
り
、

催
し
て
お
り
、
2626
回
目
を
迎
え

回
目
を
迎
え

た
今
回
は

た
今
回
は
2424
名
が
参
加
さ
れ
ま

名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

講
師
に
は
、
ミ
ョ
ン
ス
ク
ハ

講
師
に
は
、
ミ
ョ
ン
ス
ク
ハ

ン
グ
ル
友
の
会
代
表
の
福
島
明

ン
グ
ル
友
の
会
代
表
の
福
島
明

淑
氏
を
招
き
、
食
を
通
し
て

淑
氏
を
招
き
、
食
を
通
し
て

お
隣
韓
国
の
文
化
に
触
れ
て
も

お
隣
韓
国
の
文
化
に
触
れ
て
も

ら
お
う
と
、
韓
国
の
家
庭
料
理

ら
お
う
と
、
韓
国
の
家
庭
料
理

（
チ
ャ
プ
チ
ェ
・
餅
餃
子
ス
ー

（
チ
ャ
プ
チ
ェ
・
餅
餃
子
ス
ー

プ
・
串
チ
ヂ
ミ
）
に
挑
戦
し
ま

プ
・
串
チ
ヂ
ミ
）
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
当
日
は
２
４
名
の
方
に

し
た
。
当
日
は
２
４
名
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
、
初
め
て
の
参

参
加
い
た
だ
き
、
初
め
て
の
参

加
、
複
数
回
参
加
の
方
様
々

加
、
複
数
回
参
加
の
方
様
々

で
し
た
が
講
師
か
ら
の
レ
ク

で
し
た
が
講
師
か
ら
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く

チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く

協
力
し
あ
い
な
が
ら
挑
戦
し
ま

協
力
し
あ
い
な
が
ら
挑
戦
し
ま

し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
方
か

し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
方
か

ら
は
「
普
段
作
っ
て
い
る
料
理

ら
は
「
普
段
作
っ
て
い
る
料
理

と
は
違
い
、
本
格
的
な
韓
国
料

と
は
違
い
、
本
格
的
な
韓
国
料

理
に
大
満
足
し
ま
し
た
。
」
「
今

理
に
大
満
足
し
ま
し
た
。
」
「
今

日
の
料
理
を
食
べ
て
韓
国
留
学

日
の
料
理
を
食
べ
て
韓
国
留
学

時
代
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
」「
韓

時
代
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
」「
韓

国
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で

国
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で

今
年
こ
そ
は
本
場
の
料
理
を
食

今
年
こ
そ
は
本
場
の
料
理
を
食

べ
に
行
き
た
い
」
等
の
感
想
を

べ
に
行
き
た
い
」
等
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
で

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
で

は
、
今
後
も
日
韓
両
国
の
文
化
、

は
、
今
後
も
日
韓
両
国
の
文
化
、

経
済
、
教
育
等
の
交
流
を
通
じ

経
済
、
教
育
等
の
交
流
を
通
じ

て
両
国
民
の
理
解
と
親
善
を
深

て
両
国
民
の
理
解
と
親
善
を
深

め
る
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り

め
る
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
す
。
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益田ＹＥＧＰＲキャラバン隊と浜田ＹＥＧ（西元県連会長・尾村会長・廣瀬副会長）益田ＹＥＧＰＲキャラバン隊と浜田ＹＥＧ（西元県連会長・尾村会長・廣瀬副会長）

［ 浜田商工会議所 青年部だより － ２月号 － ］

　令和 6年 1月 19 日（金）に浜田商工会議所新会館 3階

会議室にて、令和 5年度 1月新年例会を行いました。

　まず初めに、三井住友海上の方からＳＤＧｓについて

講和をいただき、令和6年8月30日～31日に行われる【日

本商工会議所青年部 第 42 回中国ブロック大会 益田大

会】のＰＲを益田ＹＥＧキャラバン隊のメンバー様によ

るブロック大会への意気込みを語っていただきました。

　続いて、チームビルディングゲームをしました。急遽

ではあったのですが益田ＹＥＧの方々も参加して頂いた

だき 4 チームに分かれストロータワーを行い、チームの

共通のゴールを目指すことでチームワークの重要性・多

様な意見の尊重・それぞれの役割や気づき等を体験でき

たと思います。今後、各企業での組織においてビジョン

の共有並びに組織内でのイノベーションを起こす人材を

増やす糸口にしていただけたのではないでしょうか。

　これからも委員会等で皆様の意見を尊重しつつ頑張っ

ていきたいと思います。

１月例会について
総務委員会　委員長　原田　和弘

意見を出し合いストロータワーを作成するメンバー意見を出し合いストロータワーを作成するメンバー



(6)浜田商工会議所だより第418号 令和6年2月15日（発行定日15日）

　「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」　「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」

そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために、各会場で経営相談会を実施しております。そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために、各会場で経営相談会を実施しております。

当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。

当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。

出張経営相談会スケジュール

日程日程 場所場所 時間時間

３月１８日（月）３月１８日（月） 浜田まちづくりセンター浜田まちづくりセンター 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

●店舗、事務所などへの補償には・・・ ●住宅、家財への補償には・・・

①火災 ②落雷 ③破裂、爆発 ④風、雹、雪災(建物、家財 ニーズに合った補償をお選びいただけます。
等に20万円以上の損害が生じたとき) ⑤水災 ⑥物体の落下、 ※専用住宅、併用住宅が補償対象。
飛来、衝突 ⑦水ぬれ ⑧騒じょう ⑨盗難

 上記の基本補償に特約をプラスして より充実した補償に！ 〔一例〕

ご自分の家やお店が火事になってお隣やご近所が類焼して

しまった場合に、類焼先に見舞金をお支払いします。
※見舞金の額は一つの建物（建物内収容動産含む）

　 ごとに３００万円を限度にお支払いします。

　　おお問問合合せせ、、パパンンフフレレッットトののごご請請求求はは……　　浜浜田田商商工工会会議議所所((代代理理所所))　　℡℡..00885555--2222--33002255

　　島島根根県県火火災災共共済済協協同同組組合合　　    00112200--7755--00224499

一律年間掛金 

～幅広い補償で、もしもの時の安心をご提供する～

火火災災共共済済  ごご加加入入ののごご案案内内

（補償範囲①～④）

（補償範囲①～⑨）

Ａタイプ～Ｄタイプの４つの契約プランから

１，５００円

●長期年払割引（口座振替限定で割引）を新設しました

●築浅割引（築２０年未満の建物で最大60%割引）も新設し、割引制度が充実！

普普通通火火災災共共済済

＋＋

特約掛金

●●専専用用住住宅宅のの掛掛金金例例：：所所在在地地//島島根根県県

建建物物（（木木造造））１,０００万万円円 ⇒⇒ 1２,８００ 円円 ／／年年間間

新新総総合合火火災災共共済済

総総合合火火災災共共済済

類類焼焼見見舞舞金金補補償償特特約約

会 議 所 出 張 経 営 相 談 会 の お 知 ら せ
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日 本 商 工 会 議 所 発 行 「 月 刊 石 垣 」 に
㈱ シ ー ラ イ フ 水 産 特 集 記 事 掲 載

　　当所会員である当所会員である株式会社シーライフ（所在：浜田市株式会社シーライフ（所在：浜田市

原井町・河上清志代表取締役）が日本商工会議所が発原井町・河上清志代表取締役）が日本商工会議所が発

行するビジネス情報誌「月刊石垣」の〔特集 1、日本行するビジネス情報誌「月刊石垣」の〔特集 1、日本

産水産物を世界へ売り出せ〕にて特集記事が掲載され産水産物を世界へ売り出せ〕にて特集記事が掲載され

ました。ました。

　同社は、2006 年創業、2009 年法人成りし、島根県　同社は、2006 年創業、2009 年法人成りし、島根県

浜田市にて水産物の干物や缶詰などを製造・販売して浜田市にて水産物の干物や缶詰などを製造・販売して

います。2018 年から主力商品の一つである缶詰事業をいます。2018 年から主力商品の一つである缶詰事業を

開始し、ジェトロや市の支援を受けて、ご当地の高級開始し、ジェトロや市の支援を受けて、ご当地の高級

魚・ノドグロを使った加工品の海外展開にも乗り出し、魚・ノドグロを使った加工品の海外展開にも乗り出し、

着々と販路を広げています。着々と販路を広げています。

　　記事中では、希少性の高い高級魚・ノドグロを扱う記事中では、希少性の高い高級魚・ノドグロを扱う

経緯や海外への輸出、特にアジア圏に販路を定めるに経緯や海外への輸出、特にアジア圏に販路を定めるに

至った経緯や今後の展望などが掲載されています。至った経緯や今後の展望などが掲載されています。

　インタビューを受けられた同社専務の河上清貴さん　インタビューを受けられた同社専務の河上清貴さん

は、「干物などの国内需要が減少してきている中、海は、「干物などの国内需要が減少してきている中、海

外でも希少性の高いノドグロを売り込み、輸出におい外でも希少性の高いノドグロを売り込み、輸出におい

て同社売上の全体10％までは伸ばしていきたい。また、て同社売上の全体10％までは伸ばしていきたい。また、

魚を家で食べなくなってきた現代社会において、時代魚を家で食べなくなってきた現代社会において、時代

に合った商品を考えていかなくてはならない。いかにに合った商品を考えていかなくてはならない。いかに

手に取ってもらえるかを考え、新しい需要の掘り起こ手に取ってもらえるかを考え、新しい需要の掘り起こ

しなどチャレンジしていきたい」と述べられました。しなどチャレンジしていきたい」と述べられました。

　同社商品には、シリーズ累計 6 万缶を超える人気の　同社商品には、シリーズ累計 6 万缶を超える人気の

ノドグロの缶詰、未利用魚を有効に活用した水煮缶シノドグロの缶詰、未利用魚を有効に活用した水煮缶シ

リーズ「今朝の浜」やノドグロ、アジなど各種干物もリーズ「今朝の浜」やノドグロ、アジなど各種干物も

取扱っています。河上専務イチオシ商品の取扱っています。河上専務イチオシ商品の「のどぐろ

干物缶　塩仕立て」を掲載しています。是非、お買い求

めください。

掲載雑誌「月刊石垣」と特集記事表紙 イチオシ商品「のどぐろ干物缶　塩仕立て」

日 本 政 策 金 融 公 庫 と 事 業 承 継 支 援 業 務 覚 書 を 締 結

事業承継支援業務覚書締結事業承継支援業務覚書締結

　令和 5 年 11 月 14 日、浜田商工会議所会頭室にて　令和 5 年 11 月 14 日、浜田商工会議所会頭室にて事事

業承継支援業務覚書締結業承継支援業務覚書締結及び及びマル経創設 50 周年記念マル経創設 50 周年記念

感謝状授与が行われました。感謝状授与が行われました。

　日本政策金融公庫との事業承継支援業務について櫨　日本政策金融公庫との事業承継支援業務について櫨

山会頭と馬場支店長がそれぞれの覚書に署名され、締山会頭と馬場支店長がそれぞれの覚書に署名され、締

結されました。これは日本政策金融公庫浜田支店と浜結されました。これは日本政策金融公庫浜田支店と浜

田商工会議所が地域における事業承継支援に係る連携田商工会議所が地域における事業承継支援に係る連携

を円滑に行い、相互に協力し、地域経済の活性化の促を円滑に行い、相互に協力し、地域経済の活性化の促

進を図ることを目的に令和 5 年 11 月 14 日～令和 6 年進を図ることを目的に令和 5 年 11 月 14 日～令和 6 年

3 月末日（3 月末日（業務支援が終了するまでは 1 年間毎更新）業務支援が終了するまでは 1 年間毎更新）

までのまでの期間で締結しています。期間で締結しています。

　また、覚書締結に先立ち、日本政策金融公庫馬場支　また、覚書締結に先立ち、日本政策金融公庫馬場支

店長から当所櫨山会頭に店長から当所櫨山会頭にマル経創設 50 周年を記念しマル経創設 50 周年を記念し

た感謝状の授与が行われ、感謝状を贈るとともに感謝た感謝状の授与が行われ、感謝状を贈るとともに感謝

を述べられました。を述べられました。

　当所は引き続き、日本政策金融公庫と連携を密に取り

ながら融資取引や事業承継支援業務に取り組んでまいり

ます。


